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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】箱表面に貼り付けられた送り状などを素手で簡
単に引き剥がすことができる新規な梱包箱の提供。
【解決手段】上蓋３０あるいは箱本体のいずれかの一面
であって、送り状Ｐが貼り付けられる領域の角部などに
ミシン目状の切込線６０を形成する。これによって、開
封時にその部分を切出片６１として切り出し可能とした
ため、箱表面に貼り付けられた送り状Ｐをカッターなど
の工具を用いることなく、素手だけで簡単に剥ぎ取って
処分することができる。
【選択図】図１０
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
  上蓋または箱本体のいずれか一面であって、送り状が貼り付けられる領域の角部または
その周縁部に、その部分を切出片として切り出すための切込線を形成したことを特徴とす
る梱包箱。
【請求項２】
　請求項１に記載の梱包箱において、
　前記切込線は、前記切出片となる領域を区画する矩形状の第１切込線と、当該第１切込
線の対向する辺から同方向に延びる一対の第２切込線とからなることを特徴とする梱包箱
。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の梱包箱において、
  前記切込線の位置を示すマーカーを表示したことを特徴とする梱包箱。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、宅配便や郵便小包などで商品輸送する際に用いられる梱包箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、宅配便や郵便小包などで荷物を送る場合、その発送者は、宅配便業者や郵便事
業者が用意している送り状に相手先の住所などを記入した後、その送り状をその荷物の見
やすい部分に貼り付けてから宅配便業者らに委託している。この送り状は、例えば定型の
一部複写式で綴りになっており、所定の欄に所定の事項を記入した後、裏面シール側の剥
離紙を剥がして梱包箱の蓋面や側面などに貼り付けて用いられている。
【０００３】
  この種の従来技術として例えば以下の特許文献１には、箱の開口部を塞ぐ蓋の係合部と
ケース本体の係合部の重なり合った部分に送り状を貼着し、この送り状を荷造り用の粘着
テープとして兼用するアイデアが開示されている。また、以下の特許文献２には、段ボー
ル製の包装用箱の１面に剥離性を有する領域を形成し、この領域に粘着層を有する識別票
を貼付させるようにすることで包装用箱表面の損傷を抑えて繰り返し利用可能にしたアイ
デアが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平６－６５２２２号公報
【特許文献２】登録実用新案第３０２４７９４号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
  ところで、この宅配便や郵便小包を受け取った受取人は、その梱包箱を廃棄処分するに
際しては、住所・氏名などの個人情報が記載されたその送り状を引き剥がし、梱包箱とは
別に処分している。しかしながら、この送り状は配送中などに簡単に剥がれたりしないよ
うに箱表面にしっかりと貼り付けられているため、これを素手で剥ぎ取るのは容易ではな
く、カッターなどの道具が必要となることがある。
【０００６】
　そこで、本考案の目的はこれらの課題を解決するために案出されたものであり、その目
的は、箱表面に貼り付けられた送り状などを素手で簡単に引き剥がすことができる新規な
梱包箱を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　前記課題を解決するために第１の考案は、上蓋または箱本体のいずれか一面であって、
送り状が貼り付けられる領域の角部またはその周縁部に、その部分を切出片として切り出
すための切込線を形成したことを特徴とする梱包箱である。このような構成によれば、そ
の箱本体を廃棄処分するに際しては、その切込線に沿って切出片を箱本体から切り離すと
、その切出片と共に送り状の角部を摘まむことができる。従って、その切出片をそのまま
引っ張るだけで箱表面に貼り付けられた送り状を素手で簡単に引き剥がすことができる。
【０００８】
　第２の考案は、第１の考案において、前記切込線は、前記切出片となる領域を区画する
矩形状の第１切込線と、当該第１切込線の対向する辺から同方向に延びる一対の第２切込
線とからなることを特徴とする梱包箱である。このような構成によれば、矩形状の第１切
込線と第２切込線の部分を指でぐっと押し込めば、その切込線に沿って箱本体の一部が裂
けて切出片を簡単に切り出すように摘まみ取ることができる。
【０００９】
　第３の考案は、第１または２の考案において、前記切込線の位置を示すマーカーを備え
たことを特徴とする梱包箱である。このような構成によれば、切込線の位置を容易に認識
できるため、その切込線の部位に送り状の角部などを正確に貼り付けることができる。
【考案の効果】
【００１０】
　本考案によれば、送り状が貼り付けられる領域の角部などに予め切込線を形成して開封
時にその部分を切出片として切り出し可能としたため、箱表面に貼り付けられた送り状を
カッターなどの工具を用いることなく、素手だけで簡単に剥ぎ取って処分することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本考案に係る梱包箱１００の実施の一形態を示す斜視図である。
【図２】上蓋３０を閉じた状態を示す斜視図である。
【図３】図２中Ａ部を示す拡大平面図である。
【図４】上蓋３０に送り状を貼り付けた状態を示す斜視図である。
【図５】本考案に係る梱包箱１００の実施の一形態を示す平面図である。
【図６】図３中Ａ－Ａ線拡大断面図である。
【図７】切込線３０部分に穴を開けた状態を示す斜視図である。
【図８】切出片６１を素手で摘まみ上げる状態を示す説明図である。
【図９】送り状Ｐを素手で剥ぎ取る状態を示す説明図である。
【図１０】切出片６１を起点として送り状Ｐを剥ぎ取る状態を示す斜視図である。
【図１１】本考案に係る梱包箱１００の他の実施形態を示す平面図である。
【図１２】本考案に係る梱包箱１００の他の実施形態を示す斜視図である。
【図１３】本考案に係る梱包箱１００の他の実施形態を示す平面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本考案の実施の形態を添付図面を参照しながら説明する。図１乃至図３は本考案
に係る梱包箱１００の実施の一形態を示したものである。図示するようにこの梱包箱１０
０は矩形枠状の箱本体１０と、この箱本体１０の下部開口部側を塞ぐ底板２０と、この箱
本体１０の上部開口部側を塞ぐ上蓋３０とからなっており、これらは１枚の段ボール紙か
ら立方体状に組み合わされて形成されている。
【００１３】
　箱本体１０は、横長矩形状をした４枚の側板１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ｄを横方向
に連接して形成されると共に、底板２０は、これら４枚の側板１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、
１０ｄの底辺からそれぞれ連設された図示しない４枚の底板部材が互いに平板状に噛み合
うようにして形成されている。
【００１４】
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  上蓋３０は、この箱本体１０を構成する４枚の側板１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ｄの
上辺からそれぞれ連設された４枚のフラップ３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄからなって
いる。そして、この４枚のフラップ３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄのうち、横方向に対
向する第３フラップ３０ｂおよび第４フラップ３０ｄは，その形状及び大きさが互いに同
じ矩形状になっているが、縦方向に対向する第１フラップ３０ａおよび第２フラップ３０
ｃはやや異なる形状となっている。
【００１５】
　すなわち、第１フラップ３０ａおよび第２フラップ３０ｃともそれぞれ同じ幅の矩形状
になっているが、その縦方向の長さは第１フラップ３０ａよりも第２フラップ３０ｃの方
が長くなっている。そして、第１フラップ３０ａの先端中央部には、これより突出するよ
うに係止片４０が連接されると共に、この第１フラップ３０ａと対向する第２フラップ３
０ｃには、この係止片４０を差し込むためのスリット状の差込口５０が形成されている。
【００１６】
  また、この第１フラップ３０ａの角部付近には、ミシン目状の切込線６０が形成されて
いる。この切込線６０は、図３に示すように例えば縦（Ｌ）１５ｍｍ×横（Ｗ）３０ｍｍ
程度の大きさをした矩形状の領域を区画する第１切込線６０ａと、この第１切込線６０ａ
の対向する縦辺からそれぞれ角部方向に延びる一対の第２切込線６０ｂ、６０ｂ（Ｌ：１
０ｍｍ～１５ｍｍ）とから構成されている。そして、後述するようにこの第１切込線６０
ａで区画された矩形状の領域が切出片６１としてこの第１フラップ３０ａから切り離され
て切り出し可能となっている。
【００１７】
  このような構成をした本考案の梱包箱１００を利用するにあっては、先ず図１に示すよ
うに箱本体１０内に送りたい商品や荷物（図示せず）を入れた後、上蓋３０を構成する第
３フラップ３０ｂおよび第４フラップ３０ｄをそれぞれ内側に折り曲げて箱本体１０の上
面開口部を塞ぐ。続けて図２に示すように他の第２フラップ３０ｃを内側に折り曲げた後
、最後にその上に重ねるように第１フラップ３０ａを内側に折り曲げてから、その先端の
係止片４０を第２フラップ３０ｃ側の差込口５０に差し込む。
【００１８】
  すると、図１に示すようにこの係止片４０両端の舌片４０ａ、４０ａが差込口５０両端
の下部に潜り込んでその位置に引っかかるようになるため、この状態から手を離しても第
１フラップ３０ａおよび第２フラップ３０ｃの動きが規制されて上蓋３０が閉じ、勝手に
開くようなことはない。
【００１９】
 その後、このようにして箱本体１０を上蓋３０で塞いだならば、図４に示すように裏面
全体に接着糊（接着シール）が塗られた送り状Ｐをその上蓋３０上にしっかりと貼り付け
る。具体的には第１フラップ３０ａの係止片４０と第２フラップ３０ｃの差込口５０の部
分を中心にその周囲を覆うようにして第１フラップ３０ａと第２フラップ３０ｃの境界線
上に送り状Ｐを貼り付ける。この送り状Ｐは、従来から一般に利用されている宅配業者ら
が指定する定型品であり、例えば縦１０ｃｍ×横２０ｃｍ程度の大きさの表紙やカーボン
紙などの紙葉を複数枚重ねて左端で綴った方式となっている。
【００２０】
  そして、この送り状Ｐを上蓋３０上に貼り付ける際には、その一部の角部、具体的には
図５に示すようにその綴り側左上の角部Ｐ１が切込線６０の切出片６１にあたる領域上に
位置するように位置決めして貼り付ける。これによって上蓋３０が完全に塞がれた状態に
なるため、このまま宅配業者などに発送を依頼することができる。そして、輸送中におい
てその上蓋３０はこの送り状Ｐや係止片４０などの係止機構により２重にしっかりと閉じ
られた状態となるため、振動や衝撃が加わっても上蓋３０が勝手に開いてしまうようなこ
とはない。
【００２１】
  一方、これを受け取った受取人は、その上蓋３０を閉じている送り状Ｐを剥がし取って
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しては、図６および図７に示すように先ず第１フラップ３０ａ側の切込線６０に人差し指
を差し込んでその切込線６０に沿って破いて穴を開ける。その後、図８および図９に示す
ようにその穴に差し込んだ人差し指と親指によって切出片６１だけを切り離し、そのまま
上方に摘まみ上げる。これによって、図１０に示すように送り状Ｐがここを起点として切
出片６１と共に剥がれはじめるため、そのまま一気に持ち上げるように引っ張れば、送り
状Ｐを上蓋３０からきれいに剥がし取ることができる。
【００２２】
  このように本考案の梱包箱１００は、送り状Ｐが貼り付けられる領域の角部などに予め
ミシン目状の切込線６０を形成して開封時にその部分を切出片６１として切り出し可能と
したため、箱表面に貼り付けられた送り状Ｐをカッターなどの工具を用いることなく、素
手だけで簡単に上蓋３０から剥ぎ取ることができる。
【００２３】
　なお、本実施の形態では、送り状Ｐが貼り付けられる領域の左角の部位のみに切込線６
０を形成した例で説明したが、図１１に示すようにそれ以外の角部、あるいは周縁部に位
置するように単独あるいは複数形成しても良い。また、この送り状Ｐを上蓋３０側でなく
その側面に貼り付ける場合があるときは、図１２に示すようにその側面にも切込線６０を
形成しても良い。さらに、この切込線６０の位置をわかりやすく示すために図１３に示す
ように箱表面に矢印状のマーカーＭや、送り状Ｐの大きさに合わせた矩形または枠状のマ
ーカーＭを予め印刷しても良い。
【００２４】
　また、本実施の形態では、箱本体１０や上蓋３０などを構成する材料として段ボール紙
を用いた例でしたが、これ以外にも素手で簡単に切出片６１を切り出すことができる他の
材料、例えば厚紙や薄いプラスチックの板などを用いても良い。
【符号の説明】
【００２５】
　１００…梱包箱
　１０…箱本体
　３０…上蓋
　４０…係止片
　５０…差込口
　６０…切込線
　６０ａ…第１切込線
　６０ｂ…第２切込線
　６１…切出片
　Ｍ…マーカー
　Ｐ…送り状
　Ｐ１…角部
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